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図1　グラヤノトキシンのHPLCクロマトグラム
　　A＝グラヤノトキシン1及びII，　B：試験溶液，
　　C：バクサンシャクナゲ葉の試験溶液
1b 2b（分）
を起こすので，服用量には注意が必要とある14）．また，健
康飲料としてお茶がわりに飲むのはあまり勧められないと
されている13）．
　一方，中国ではオオカナメモチ（バラ科）の乾燥した葉
を石南葉と称し，筋骨を強め，痛みを止める薬物とするが，
香港市場にはシャクナゲ類の葉も石南葉として市販されて
いる11）．
　シャクナゲ類の葉には痙攣性の毒性を有するジテルペン
系化合物のグラヤノトキシン1（アンドロメドトキシン，
ロードトキシン，アセボトキシンとも称される）のほか，
ロードデンドリン，ウルソール酸，オレアノール酸などを
含有することが知られている．グラヤノトキシン1には顕
著な催吐，開口運動惹起作用のほか，血圧降下作用がある．
最小致死量はウサギ，ネコに対し，0．35mg／kg（皮下注
射），0．181ng／kg（静脈注射）で，運動麻痺，呼吸困難，
四肢痙攣を起こす11・14）．動物実験において，バクサンシャ
クナゲの粘液は強い血圧降下，催吐，腸運動充進作用など
を示し，少量では他に及ぼす影響が少なく血圧降下作用が
主であることから，血圧降下薬としての利用が期待され
た15）．
　ハクサンシャクナゲの葉の煎液による急性中毒は，昭和
36年（1961）に岩手県において1例報告されている．す
なわち，慢性腎炎と高血圧症で治療を受けていた64歳の
女性が，医師に無断で煎液70mLを治療の目的で飲み，
急性中毒症状を呈したものである16）．
　今回の患者は知人から，「シャクナゲの葉を乾燥して煎
じて飲むと，血圧を下げる効果がある」との説明を受けて
半分i萎れた葉をもらい受け，煎じて服用することにより，
嘔気，高度な血圧低下と徐脈を呈していた1）．本件は一度
に500mしの煎液を飲んだため，催吐や血圧降下作用が顕
著に現れた稀な事例と考えられる．
　当所ホームページの健康広場「身近な植物の意外な素
顔」でも注意を促している17）ように，シャクナゲ類は有
毒植物に分類されており，中毒を起こす可能性がある．
従って，専門的な知識を有しない素人が，シャクナゲ類を
薬用として安易に利用することは控えるべきである．
　稿を終えるに当たり，グラヤノトキシンの合成品をご恵
与下さった静岡県立大学薬学部菅　敏幸教授及び質量スペ
クトルの測定をして頂いた北海道大学大学院先端生命科学
研究院次世代ポストゲノム研究センター門出健次准教授に
深謝します。
　また，今回の事例に携わった以下の関係者に深謝します．
北海道岩見沢保健所前田勝美生活衛生課長，山田英清食品
保健係長，菅原まさ子専門員，渡辺ゆり専門員，厚木理彩
専門員，岩田　了専門員及び北海道保健福祉部保健医療局
食品衛生課食品安全グループ八木健太主査（食品衛生），
根本卓弥専門員，北村（旧姓橋倉）さやか専門員．
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